
第 7 次 本 別 町 総 合 計 画の 体 系

心
を
合
わ
せ
て
み
ん
な
の
笑
顔
を
未
来
に
つ
な
ぐ

Ⅰ 安定した産業から、
わくわく笑顔をつくり出すまち

Ⅱ 人と人とのつながりで、
いきいき笑顔で暮らすまち

Ⅲ 豊かな心と、
きらきら笑顔を育むまち

Ⅳ 安全と安心を確保して、
にこにこ笑顔で暮らすまち

Ⅴ みんなの笑顔を、
未来につなぐまち

１ 農林業の振興

２ 商工業の振興

３ 観光の振興

４ 子育て支援の充実

５ 健康づくりの推進

６ 地域福祉の推進

７ 高齢者福祉の充実

８ 障がい者福祉の充実

９ 医療体制の維持

10 学校教育の充実

11 社会教育活動の推進

12 スポーツ活動の推進

13 防災対策の推進

14 消防・救急体制の充実

15 防犯・交通安全対策の推進

16 環境衛生・循環型社会の推進

17 有効な土地利用の推進

18 上下水道環境の充実

19 道路整備・交通網の充実

20 住宅環境の充実

21 自治体経営の推進

22 開かれた町政の推進

・道営畑地帯総合整備事業...etc.

・商工会いきいき商品券事業...etc.

・本別きらめきタウンフェスティバル...etc.

・へき地保育所設置事業...etc.

・成人保健対策事業...etc.

・地域包括支援センター運営事業...etc.

・老人クラブ運営費補助金...etc.

・障がい者週間記念事業...etc.

・救急医療体制維持事業...etc.

・英語指導助手配置事業（中学校）...etc.

・本別町PTA連合会補助金...etc.

・スポーツ表彰事業...etc.

・防災・避難訓練事業...etc.

・とかち広域消防事務組合負担金...etc.

・街路灯維持交付金...etc.

・資源集団回収奨励金等交付事業...etc.

・本別町都市公園安全・安心対策事業...etc.

・本別町営農用水量水器更新事業...etc.

・美蘭別活込横断道路改良工事...etc.

・空き家再生等推進事業...etc.

・本別町個性あるふるさとづくり寄付推進事業...etc.

・広報ほんべつ印刷発行事業...etc.

総合計画等審議会（町民委員） 総合計画等推進委員会（役場内組織）

実施計画施 策基本目標

資料１

将来像



資料２
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定住対策PJの議論と定めたVISIONを「後期基本計画」に結び付けていく

8

「定住対策PJ」で議論し、言語化したVISIONを後期基本計画策定の軸として明記し、今後具体的な「後期基本計画」の施策検討
に活かしていく

R6/4 7 R6/105 6 8 9 11

4回
目

（R6/3
開催）

1回

（R6/
5 開
催）

2回

（R6/
6）

3回

（R6/
7）

4回

（R6/
8）

5回

（R6/
9）

6回

（R6/1
0）

定住対策PJ

VISION創造PJ（仮称）

もう少し町の上位の
テーマを扱うように
PJをアップデート定住対策PJの現状

✓ 様々な意見は出たが、PJと
しての意見は収束せず

✓ 手段（How）の議論が多く、
町としての軸が必要だと感
じられた

後期
基本計画

R8/4R7/4

後期基本計画
の見直しに活用

・・・

確定したVISIONを
踏まえ、後期基本計画の
見直しに活かしていく

R5年度 R6年度上期 R6年度下期 R7年度 R8年度以降

VISION
を言語化する

後期基本計画策定委員

今年度の定住対策PJのイメージ

✓ 総合計画を達成し、未来につながる施策を立案・実行していく
“軸”を定めるもの

✓ “軸”を持つことで、施策としての目標が明確になり、庁舎内連
携なども行いやすくなり、役場が一枚岩になる基盤をつくる

✓ 具体的には、各施策に横軸を通す「VISION」を構築し、対外
的・対内的にもブランディングを進めていくためのたたき台を
まとめることをゴールとする
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自分や家族の在りたい姿と現実を時間の推移とともに考える
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2005 2025 2035 2045 2055

自分

配偶者

両親

子供

１０歳理想

現実 同上

１０歳理想

現実 同上

３５歳理想

現実 同

なし理想

現実 同

３０歳
まだテニスをしていた

テニス環境のある本別で良かった
物価高で家を建てるのは断念
旅行好きになっていた

３０歳
仕事と趣味両立

旅行好きになっていた

５５歳
子どもが巣立ち

趣味に使う時間が増えた
まだのんびりライフ程ではない

なし

４０歳
テニスしているかな
仕事と家庭の両立

旅行も行けていればいいな

テニスはできてそう
年齢構成など職場の不安はある

旅行は行く

４０歳
もしかしたら家庭に専念かも
働いている可能性もある

働いているだろうが
同じく年齢構成の不安は残る

旅行は行く

６５歳
余生を楽しむため

のんびりライフステージへ
趣味を堪能

まだ働く必要があるが
趣味に使う時間は増えた

1人か2人はいるかもしれない
好きな習い事をさせてあげたい

習い事の選択肢が減少
理想通りにはいかない

50歳
テニスはギリギリできてる

仕事最終局面終わりを見据える

ケガによりテニスは程ほどに
不安定な職場に危機感

旅行は行く

５０歳
家庭に専念

新たな趣味を見つけ充実

金銭面の不安から仕事を継続
役場では無いかも
旅行は行く

７５歳
趣味も趣向が変わり
のんびり余生へ

さすがに仕事は辞めて
余生を楽しむ時間へ

好きな部活や学校を選択し
楽しい人生を

選択肢を増やすため
町外への学校へ進学

60歳
早めの退職

余生を楽しむステージへ

なんだかんだ働いている
ただ、町の存続、人口減少に嘆く

60歳
二人とも退職し

退職金で世界旅行へ

パートなどで働き継続
余暇は増え趣味に使う時間は増

８５歳
自宅にて余生を楽しむ
孫と遊ぶのが楽しい

自宅にて余生を楽しむ
孫と遊ぶのが楽しい

就職して楽しい人生を送る
地元へ就職できるか

本別には就職枠・選択肢が
少なく、町外での就職か
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20年後の姿を実現するための大前提
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人口増減の要因

社会増減

自然増減

移住（社会増）

出生（自然増）

死亡（自然減）

移住（社会減）

▲180人/年減少

▲107人/年
減少

▲73人/年減少

300人/年
増加

▲１３４人/年減少

▲373人/年減少

27人/年
増加

大前提①

社会増減を少なくとも拮抗
させていくことが必要

大前提②

さらに、20年後には
自然増減も拮抗させる

ことが必須
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本別町の活性化「正のループ」
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各施策などはつながっており、はじめの起点は「ワカモノが流入」するような町づくり

STEP１

ワカモノが
流入

STEP2

起業・地域活動
が活発に

STEP3

地域で働きたい
人が流入

STEP4

福祉の担い手
が充実

STEP5

子育て・教育
を魅力的に

STEP6

結婚・出産
したくなる

福祉が
充実化

雇用環境
促進

教育が
充実化

魅力的な
子育て環境

経済活性化

何かを生み出す
ことができる人



ペルソナ設定
就職するために移住してほしい人起業するために移住してほしい人

都会で仕事をしており、年齢は30歳前後
で自分で物事を動かしたいタイプ。
祖父母は北海道に在住しており、趣味は
アウトドア。180cm以上の短髪広告代理
店勤務でイベント運営やSNS発信など本
別町にはない仕事

〇ワークライフバランスを好む20歳
前後で十勝出身、大学などは札幌在住。
大学卒業後は十勝に戻りたいと感じて
いる。性格は真面目。

〇なくしたくない仕事に就いてもらう、
東屋や浮舟など事業承継

・この人たちの心に響くような本別の魅力って何だろう？

・この人たちにが来てもらえるような施策って何だろう？



ペルソナに対して効果的な魅力・資源



ペルソナに対して効果的な魅力・資源
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本別町の“まちづくり”とまちづくりVISION（仮）イメージ
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まちづくりには、「まち起こし」と「地域づくり」の２大要素に分かれ、それぞれを照
らすような役割として“まちづくりVISION（仮）”が関連するまちづくりVISION（仮）

子供たちが輝く
教育

起業を後押し
する制度

移住促進する
制度

町外への
広報地場産業を

ブランド化

地場産業の
育成

起業

就職

つながりの場
の育成

支え合う
医療・福祉

子育てを
後押し

交通の
インフラ

チャレンジを
後押しする

まち起こし

地域づくり
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総合計画・総合戦略と「まちづくりVISION」の位置づけ
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「まちづくりVISION（仮）」は、総合計画を実現する総合戦略に軸を通すような位置づけとなる

1-1 地域を支える担い手確保と人材育成の推進

1-2 起業及び地域雇用の促進

2-1 観光入込拠点の整備や地域イベント等による本別の発信

2-2 移住・定住の促進

2-3 関係人口の創出

3-1 若い世代の出会いと交流の機会の創出

3-2 出産・子育て支援の充実

4-1 公共交通の維持確保

4-2 防災対策および地域コミュニティ活動の推進

総
合
戦
略
と
基
本
目
標

まちづくりVISION（仮）

軸
を
通
す

軸
を
通
す

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する

調整する



本別町農業（特に担い手）の
現状と将来を考える
～本別町総合計画等の検討に当たって～

令和６年１０月２４日（木）
道立農業大学校 下堀 亨

資料３



考える前提
本別町の基幹産業は「農業」であり、支える「家庭」や「働く人」なしには、町の発展は
ありえない。

農業

24%

農業関連産業

（建設、製造、

運輸、卸売、

サービス）

40%

その他産業（金

融・保険、宿

泊、教育、医

療、公務等）

36%

【本別町の各産業の産出額・販売額】
・本別町の算出額のうち農業が約４分の１を占め
るとともに、農畜産物を原料とする工業製品出荷
額が半数を占める

（資料）本別町勢要覧資料編2023
・農業＝粗生産額（Ｒ４年：ＪＡ本別町取扱高）
・商業＝年間販売額等（Ｒ３年：経済センサス活動調査）
・工業＝製造品出荷額等（Ｒ４年：経済構造実態調査）

農業

14,057 
24%

商業

14,4…

工業

29,325 
51%

本別町の各産業の算出額（百万円）と構成比

【本別町の各産業の就業人口】
・本別町の就業人口のうち農業が約４分の１を占
めるとともに、関連産業が４割を占め、併せて６
割以上

（資料）本別町勢要覧資料編2023
・全体の就業人口は、3,456人

－１－

本別町の主な産業別就業人口の構成比



現状・将来① 農家戸数（個人経営体）の現状と将来予測

（資料）2020農林漁業センサスを用いた北海道農業・農村の動向予測（北海道立総合研究機構農業研究本部） －２－

帯広市

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村

更別村

大樹町
広尾町

幕別町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町
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2005 2010 2015 2020 2025予 2030予 2035予

十勝管内の個人経営体数の現状と予測値

・2005～2020年までの減少率よりも、2020～2035の減少が著しい
・減少の度合いが市町村によって異なり、大きな差が見られる

減少率
（％）

2005
～
2020

2020
～
2035

帯広市 △25.9 △30.7

音更町 △23.8 △26.7

士幌町 △22.8 △23.7

上士幌町 △28.8 △27.4

鹿追町 △23.2 △21.6

新得町 △39.8 △42.5

清水町 △27.6 △27.7

芽室町 △22.7 △32.1

中札内村 △21.3 △32.3

更別村 △17.2 △22.3

大樹町 △46.2 △55.2

広尾町 △41.4 △59.5

幕別町 △32.0 △34.0

池田町 △36.0 △36.9

豊頃町 △34.5 △36.3

本別町 △41.5 △60.8

足寄町 △35.1 △36.9

陸別町 △40.8 △51.9

浦幌町 △32.6 □47.1

（参考：算出方法）個人経営体数は、後
に出てくる、個人経営体の世帯員数（予
測値）を個人経営体の１戸当たり世帯員
数（予測値）で除すことで算出。

本別町の減少の度合いが
他市町村よりも大きい



現状・将来② 農業で働く人（≒世帯員）の現状と将来予測

（資料）2020農林漁業センサスを用いた北海道農業・農村の動向予測（北海道立総合研究機構農業研究本部） －３－

帯広市

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村

更別村

大樹町

広尾町

幕別町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町
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十勝管内の個人経営体数の世帯員数の現状と予測値

・2005～2020年までの減少率よりも、2020～2035の減少が著しい
・減少の度合いが市町村によって異なり、大きな差が見られる

減少率
（％）

2005
～
2020

2020
～
2035

帯広市 △14.4 △38.7

音更町 △12.4 △35.8

士幌町 △11.1 △33.0

上士幌町 △15.8 △32.4

鹿追町 △12.7 △28.6

新得町 △20.7 △48.0

清水町 △13.6 △35.9

芽室町 △14.6 △39.7

中札内村 △16.6 △37.5

更別村 △11.0 △32.1

大樹町 △26.3 △60.6

広尾町 △28.3 △65.2

幕別町 △16.3 △39.6

池田町 △17.0 △43.7

豊頃町 △17.7 △46.6

本別町 △28.4 △65.9

足寄町 △19.6 △42.8

陸別町 △24.5 △58.3

浦幌町 △21.7 △54.0

（参考：算出方法）男女別５歳階級別農家世帯員数をもとに
コホート分析により農家人口を推計。

人口増加に繋がる世代（若年）が
少ないのではないか



現状③ 本別町の人口ピラミッド

－４－
（資料）本別町勢要覧資料編2023

２０代の層が１５～１９
歳や他の層に比べて大き
く少ない

高校卒業後、町外へ流出

１０年後、
２０年後は
さらに少な
くなるおそ
れ



道内市町村別の新規就農者（親元就農・Ｕターン・新規参入）のレーティング
（過去10年間計：平成25年～令和４年）

（資料）北海道農政部生産振興局技術普及課 －５－

順
位

市町村名 新規就農者数

Ａ
Ｒ２販売
農家戸数

充足率

うち新規参入者 Ｂ C=A/10×30/B

1 岩見沢市 139 13 854 48.8%

2 北見市 132 10 713 55.5%

3 帯広市 130 6 580 67.2%

4 別海町 123 29 687 53.7%

5 芽室町 119 3 527 67.7%

6 音更町 100 12 613 48.9%

7 長沼町 96 17 566 50.9%

8 美瑛町 89 35 373 71.6%

9 名寄市 86 78 473 54.5%

10 余市町 84 78 340 74.1%

11 富良野市 81 20 546 44.5%

12 大空町 78 0 400 58.5%

13 幕別町 75 7 469 48.0%

14 士幌町 74 4 332 66.9%

15 旭川市 73 19 843 26.0%

16 深川市 71 9 542 39.3%

16 栗山町 71 19 317 67.2%

18 網走市 70 5 305 68.9%

19 蘭越町 68 14 237 86.1%

20 中標津町 66 15 307 64.5%

21 美唄市 64 4 486 39.5%

順
位

市町村名 新規就農者
数

Ａ

Ｒ２販売
農家戸数

充足率

うち新規参入者 Ｂ C=A/10×30/B

22 札幌市 63 45 347 54.5%

22 士別市 63 10 467 40.5%

24 新十津川町 61 2 292 62.7%

24 仁木町 61 43 294 62.2%

26 新篠津村 60 3 221 81.4%

27 江別市 58 19 304 57.2%

28 美幌町 57 4 348 49.1%

28 清里町 57 0 200 85.5%

30 標茶町 56 16 267 62.9%

31 新ひだか町 55 32 380 43.4%

32 小清水町 51 1 287 53.3%

32 鹿追町 51 1 198 77.3%

34 東川町 50 13 172 87.2%

35 滝川市 48 4 273 52.7%

35 厚真町 48 15 275 52.4%

37 池田町 46 5 210 65.7%

37 本別町 46 4 233 59.2%

39 平取町 45 16 224 60.3%

39 更別村 45 0 212 63.7%

注１ 新規就農者数：平成２５年～令和４年までの累計数値
注２ 販売農家戸数：2020年農林業センサス
注３ 充足率：世代の入れ代わりを30年として試算

十勝・オホは新規
参入が少ない



新規就農者のレーティング上位市町村における主な担い手対策

資料：北海道
農政部
生産振興局
技術普及課

本別町ＨＰ

－６－

順
位

市町村名 新規就農者等研修施設 市町村独自の対策 主な支援内容

主な研修施設 主な独自事業名

1 岩見沢市 ○ 農業試験ほ、研修用園芸ハウス ○ 新規就農サポート事業 受け入れ農家への助成 ビニールハウス導入支援 短期受入研修

2 北見市 ○ 女性専用研修宿泊施設ファーマーズハウス「うえる」 ○ 新規参入就農支援事業 就農開始助成（6万円/月） 土地賃貸助成（賃料2分の1以内）

3 帯広市 ○ 帯広市農業技術センター ○ 帯広市農林業育成資金 ２千万円まで無利子

4 別海町 ○ (有)別海町酪農研修牧場・㈱なかしゅんべつ未来牧場 ○ 新規就農者対策事業 新規就農者補助（300万） リース料支援（100万円）

5 芽室町 ○ 芽室町故郷交流センター「やまなみ」 ○ 芽室町新規就農者支援 賃借農地補助(1/3以内) 農業用機械助成（50万/年）

6 音更町 ○ ＪＡ木野特産物センター ○ 農業後継者確保対策事業 無利子資金貸付(50万円) 基礎研修手当(12万円/月)

7 長沼町 ○ 新規参入農業者誘致等特別対策事業 居住使用料への助成 受入指導農家助成（4万円）

8 美瑛町 ○ 農業担い手研修センター ○ 担い手育成総合推進事業 就農時200万円助成 家賃助成(月額3万円)

9 名寄市 ○ 新規就農者等支援事業 研修時生活補助(12万/月) 研修期間中の家賃補助

10 余市町 ○ 新規就農サポート事業 就農進学支援(12万円/年) 技術習得支援(10万円/月) 家賃助成(3万/月)

11 富良野市 ○ 富良野市農業担い手育成センター ○ 農業担い手支援貸付事業 ハウス資材の無償貸付 研修費用助成(10万円/月) 農大等研修補助

12 大空町 ○ 新規就農者技術習得管理施設 ○ 農業体験実習生家賃助成金 家賃助成（4万円/月） 移住支援金（100万円/戸）

13 幕別町 ○ 幕別町農業担い手支援Ｃ・㈱北海道ホーブランド ○ 新規就農者支援事業 農地賃借料の半額助成

14 士幌町 ○ 農業技術習得支援事業 農大入学者補助(50万円) 農地の賃借料補助(1/2以内)

15 旭川市 ○ 農業研修施設整備推進施設 ○ 新規就農確保育成対策事業 研修期間中の家賃助成 施設投資助成（３割補助） 規模拡大助成(5割)

16 深川市 ○ (株)深川未来ファーム ○ 新規就農者確保対策事業 新規就農者への住宅補助 就農支援資金助成(200万円) 受入農家への謝金

16 栗山町 ○ 農業新規参入者助成事業 機械導入助成(100万円) 農地整備助成(120万円) 技術習得助成(10万/月)

18 網走市 ○ 新規参入者支援事業 農地等固定資産助成

19 蘭越町 ○ 蘭越町研修農場 ○ 新規就農支援事業 機械導入助成(300万円) 商品券(24万円) 家賃助成(1.5万/月)

20 中標津町 ○ ㈱ＲＡＲＡFａｒｍ中標津 ○ 新規就農者支援事業 営農経費助成(400万円) 経営安定資金（1000万円）

事業名（事業費） 項 目 主な支援内容

新規就農者等支援事業条例

15,160

新規就農支援 農業を開始する人等に、営農資材導入費の償還費等に５年間で１千万円補助
農用地や施設・機械等の固定資産税相当額を５年間補助

農業体験 新規就農を目的に町内で短期間の農業体験を行う人に旅費の１/２を助成（５万円限度）

農業研修 営農実習補助（月額15万円、２年以内）、家賃補助（１/２以内 月額1万円程度、２年以内）

【37位 本別町の対策】→本別町の新規就農支援対策は、条例制定含め支援水準は他市町村に比べて遜色ない

市町村によって様々であるが、
どこの自治体も力を入れているのは確か



・本別町の基幹産業「農業」の戸数や就業人口は、管内他市町村に
比較して、このままでは大きく減少すると予測。

・特に、本別町の人口ピラミッドは、２０代の層が落ち込み、将来
的な就業人口の確保に大きな懸念。

・本別町では、新規就農者等支援設置条例を制定し、他の先進自治
体に比べて遜色ない様々な支援策を措置しながら、第三者継承を中
心とした担い手対策を推進。

・農業の戸数や就業人口は、様々な要因（町・農業の魅力、受入体制、子育て

対策含めた支援の充実度等）により影響されるが、上記予測を踏まえ、担い
手対策は町の政策として、優先度は極めて高い。

－７－

現状のまとめ



○本別町の基幹産業である農業を将来的に持続的に発展させてい
くためには、農業の担い手の育成・確保は極めて重要。
○この度の総合計画等の見直しをきっかけに、皆さんで議論して、
より良い政策の方向性を検討し、計画等に反映させましょう。

【政策見直しの方向性】（例えば、以下のとおり）

・充実している「担い手対策」について、就農を目指す若者世代へアピール度を高める
ため、「子育て環境・支援策」と合わせてパッケージでＰＲ

・町内児童（小中校生）・生徒（高校生）に対する農業教育の充実・理解促進
（現状、本別小学校の農大での授業を実施。追加的には、例えば、本別高校生と農大

生の交流を実施など）

・研修場所として、農大の活用促進
（今後、町内外の家族や社会人等の受入拡大を検討） 等々

－８－

施策検討の方向性（例えば）


